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報 告 事 項 が １ 件 ご ざ い ま す 。  

 

１ 月 ２ ５ 日 及 び ２ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 東 京 都 市 長 会 関

係 の 主 な 審 議 内 容 を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

は じ め に 、 １ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 ７ 回

東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

 

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ４ 件 あ り 、 主 な 連 絡 事

項 ２ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

１ 件 目 は 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 準 備 局 か ら の

情 報 提 供 で す 。  

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 に 第 ３ 回 東 京 都 聖 火 リ レ ー 実 行

委 員 会 が 開 催 さ れ 、 聖 火 リ レ ー ル ー ト の 巡 回 順 の 案 等 に つ

い て 協 議 さ れ た と の こ と で し た 。  

な お 、 聖 火 リ レ ー ル ー ト に つ い て は 、 Ｉ Ｏ Ｃ の 承 認 を 経

て 、 大 会 １ 年 前 と な る 今 年 の 夏 頃 に 公 表 さ れ る 予 定 と の こ

と で し た 。  

２ 件 目 は 、都 市 整 備 局 か ら 、「 東 京 に お け る マ ン シ ョ ン の

適 正 な 管 理 の 促 進 に 関 す る 制 度 の 概 要 」 に つ い て 説 明 が あ

り ま し た 。  

今 後 、 着 工 か ら ４ ０ 年 以 上 が 経 過 す る 分 譲 マ ン シ ョ ン が

急 増 し て い く 中 で 、マ ン シ ョ ン の 管 理 不 全 を 予 防・改 善 し 、

適 正 な 管 理 を 促 進 す る と と も に 、 周 辺 へ の 悪 影 響 の 防 止 を

図 る た め 、 第 １ 回 東 京 都 議 会 定 例 会 に 新 た な 条 例 の 制 定 を

提 案 す る と の こ と で し た 。  

こ の 条 例 で は 、 管 理 組 合 や マ ン シ ョ ン 管 理 士 、 マ ン シ ョ

ン 管 理 業 者 等 の マ ン シ ョ ン に 関 わ る 各 主 体 の 責 務 や 、 管 理
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状 況 の 届 出 、 都 に よ る 助 言 や 支 援 な ど 、 マ ン シ ョ ン の 適 正

な 管 理 を 促 進 す る た め の 施 策 に つ い て 規 定 す る と の こ と で

し た 。  

続 い て 議 案 審 議 事 項 ３ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

議 案 第 １ 号 の 「 次 期 役 員 の 選 考 」 に つ い て は 、 現 市 長 会

役 員 の 任 期 が 本 年 ４ 月 で 満 了 す る こ と に 伴 い 、 次 期 役 員 の

選 考 方 法 に つ い て 審 議 ・ 決 定 し 、 役 員 選 考 委 員 会 を 設 置 す

る こ と が 承 認 さ れ ま し た 。  

議 案 第 ２ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 度 施 策 の 見 直 し の 取 扱 い 」 に

つ い て は 、 平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 開 催 の 市 長 会 に お い て

東 京 都 か ら 提 案 の あ っ た 協 議 事 項 に つ い て 審 議 さ れ ま し た 。

具 体 的 に は 、「 認 知 症 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 事 業 」及 び「 東 京 都

民 生 ・ 児 童 委 員 協 力 員 事 業 」 の 包 括 補 助 化 に つ い て 、 い ず

れ も 事 業 執 行 に 支 障 の な い よ う 、 必 要 な 補 助 水 準 を 維 持 す

る こ と 、 民 生 ・ 児 童 委 員 協 力 員 事 業 に つ い て は 、 人 材 確 保

を 含 め 、 活 動 の 充 実 に 資 す る 取 組 を 引 き 続 き 推 進 す る こ と

を 条 件 と し て 、 都 の 提 案 の と お り 了 承 す る こ と が 承 認 さ れ

ま し た 。  

議 案 第 ３ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 等 の 推 薦 に つ い て 審 議 さ れ 、 原 案 の と

お り 承 認 さ れ ま し た 。  

 

次 に 報 告 事 項 で す が 、「 幼 児 教 育・保 育 の 無 償 化 」に つ い

て は 、 平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 開 催 の 全 国 市 長 会 臨 時 理

事 ・ 評 議 員 合 同 会 議 に お い て 諮 っ た 結 果 、 財 源 論 に つ い て

は 一 定 の 進 展 が 見 ら れ た こ と か ら 、 こ れ を 了 と す る こ と と

し た と の 報 告 が あ り ま し た 。  

な お 、こ の 合 同 会 議 で は 、「 真 の 子 ど も た ち の た め の『 子
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ど も ・ 子 育 て 施 策 』 の 実 現 に 関 す る 決 議 」 及 び 「 地 方 分 権

の 趣 旨 を 踏 ま え た 国 と 地 方 の 協 議 の あ り 方 に 関 す る 決 議 」

を 行 っ た と の こ と で し た 。  

ま た 、「 会 長 専 決 処 分 」に つ い て 報 告 さ れ 、了 承 さ れ ま し

た 。  

そ の 他 、「 行 政 部 か ら の 連 絡 事 項 」と し て 、複 数 の 市 町 村

毎 に 、「 防 災 」を テ ー マ と す る 知 事 と 市 町 村 長 と の 意 見 交 換

を 実 施 す る と の 連 絡 が あ り ま し た 。  

な お 、 私 も 南 多 摩 の 他 の ４ 市 長 と と も に ２ 月 ４ 日 に 都 庁

に お い て 小 池 知 事 と の 意 見 交 換 を 行 い 、 土 砂 災 害 防 止 法 に

基 づ く 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等 に つ い て 発 言 を い た し ま し た 。  

 

続 き ま し て 、 ２ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 ８

回 東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ８ 件 あ り 、 主 な 連 絡 事

項 ３ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

１ 件 目 は 、政 策 企 画 局 か ら「『 ３ つ の シ テ ィ 』の 実 現 に 向

け た 政 策 の 強 化（ 20 1 9 年 度 ）～ 20 2 0 年 に 向 け た 実 行 プ ラ ン

～ 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

こ れ は 、 平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 に 公 表 し た 「 20 2 0 年 に 向 け た

実 行 プ ラ ン 」 に つ い て 、 そ の 後 の 社 会 情 勢 の 変 化 や 新 た な

都 民 ニ ー ズ 、「 重 点 政 策 方 針 」で 掲 げ た 人 に 着 目 し た 戦 略 を

踏 ま え 、 新 規 政 策 目 標 の 設 定 や 見 直 し 、 新 規 施 策 の 構 築 や

見 直 し ・ 拡 充 を 行 い 、 そ の 強 化 版 と し て 「『 ３ つ の シ テ ィ 』

の 実 現 に 向 け た 政 策 の 強 化（ 20 1 9 年 度 ）～ 20 2 0 年 に 向 け た

実 行 プ ラ ン ～ 」 を 取 り ま と め た と の こ と で し た 。  

２ 件 目 は 、総 務 局 か ら 、「 区 市 町 村 庁 舎 の 非 常 用 電 源 の 設

置 等 に 対 す る 支 援 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  
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災 害 対 策 本 部 が 設 置 さ れ る 市 区 町 村 の 庁 舎 に つ い て 、 人

命 救 助 の 観 点 か ら 重 要 な 時 間 帯 で あ る 発 災 後 ７ ２ 時 間 は 外

部 か ら の 供 給 な し に 非 常 用 電 源 を 稼 動 可 能 と す る と と も に 、

水 害 や 地 震 等 に よ る 非 常 用 電 源 の 機 能 喪 失 を 防 止 す る た め 、

補 助 制 度 に 加 え 、 来 年 度 か ら 専 門 家 派 遣 事 業 に よ る 支 援 を

行 う と の こ と で し た 。  

３ 件 目 は 、 教 育 庁 か ら 「 東 京 都 公 立 学 校 屋 内 体 育 施 設 空

調 設 置 支 援 事 業 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

こ れ は 、 都 の 支 援 制 度 に つ い て 、 １ 月 の 市 長 会 役 員 会 に

お い て 、 私 か ら 市 町 村 の 事 務 ス ケ ジ ュ ー ル を し っ か り と 考

慮 す る よ う 求 め た こ と や 、 他 の 市 長 か ら も 国 庫 補 助 の 取 扱

い 等 に つ い て 様 々 な 意 見 が あ っ た こ と を 受 け て 、 改 め て 市

長 会 の 場 で 説 明 が な さ れ た も の で す 。  

内 容 と し て は 、 当 初 は 平 成 ３ １ 年 夏 ま で に 整 備 が 完 了 し

た も の を 対 象 と し て い た 補 助 率 の 引 き 上 げ に つ い て 、 整 備

計 画 の 提 出 や 国 庫 補 助 へ の 申 請 等 を 行 う こ と を 条 件 に 、 平

成 ３ ３ 年 度 ま で に 整 備 す る も の を 対 象 と す る こ と に し た と

の こ と で し た 。 あ わ せ て 、 国 庫 補 助 申 請 の ス ケ ジ ュ ー ル 等

も 考 慮 し 、 平 成 ３ ０ 年 度 及 び 平 成 ３ １ 年 度 に つ い て は 、 原

則 と し て 対 象 と な る 全 て の 事 業 に 適 用 す る こ と に し た と の

こ と で し た 。  

 

続 い て 議 案 審 議 事 項 と し て 、 ５ 件 の 審 議 が 行 わ れ 、 主 な

事 項 ３ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

議 案 第 １ 号 の 「 東 京 都 市 長 会 役 員 改 選 」 に つ い て は 、 ２

月 １ ８ 日 に 開 催 さ れ た 役 員 選 考 委 員 会 に よ る 推 薦 案 が 報 告

さ れ 、 了 承 さ れ ま し た 。  

こ の 結 果 、 本 年 ５ 月 １ 日 か ら の 市 長 会 の 新 役 員 は 、 会 長
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が 立 川 市 長 、 副 会 長 が 三 鷹 市 長 、 小 平 市 長 、 町 田 市 長 、 東

村 山 市 長 、 監 事 が 福 生 市 長 と 私 、 多 摩 市 長 と な り ま し た 。  

議 案 第 ４ 号 の 「 平 成 ３ １ （ ２ ０ １ ９ ） 年 度 東 京 都 市 長 会

一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算（ 案 ）」に つ い て は 、原 案 の と お り 承

認 さ れ ま し た 。  

予 算 の 規 模 は 、 ５ 億 ９ ， ８ ５ ５ 万 １ 千 円 で 前 年 度 に 比 べ

８ ， ６ ８ ５ 万 ３ 千 円 の 増 と な っ て い ま す 。  

議 案 第 ５ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 度 多 摩 地 域 が 一 体 で 取 り 組 む

観 光 地 域 づ く り 」 に つ い て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 取 組 報 告 及

び 今 後 の 取 組 方 針 の 提 案 が さ れ 、 承 認 さ れ ま し た 。  

次 に 報 告 事 項 で す が 、「 事 務 処 理 特 例 制 度 に よ る 事 務 の 移

譲 」 に つ い て は 、 条 例 に よ る 事 務 処 理 特 例 制 度 に 係 る 協 議

の 取 扱 い に つ い て 再 確 認 す る た め 、 過 去 に 整 理 し た 取 扱 い

方 針 が 報 告 が さ れ ま し た 。  

ま た 、「 会 長 専 決 処 分 」に つ い て 報 告 さ れ 、了 承 さ れ ま し

た 。  

 

以 上 、 ご 報 告 申 し 上 げ 、 市 長 行 政 報 告 と 致 し ま す 。  

 

（平成３１年第１回多摩市議会定例会） 


